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〜
P
I
C
A
メ
ッ
セ
大
和
郡
山
〜

　11
月
17
日（
土
）、18
日（
日
）、奈
良
県
大
和

郡
山
市
の
「
大
和
郡
山
市
中
央
公
民
館（
三
の

丸
会
館
）・
や
ま
と
郡
山
城
ホ
ー
ル
」
に
お
い

て
「
人
が
集
ま
る
と
こ
ろ
で
何
か
を
生
み
だ

そ
う
」
を
合
言
葉
に
、「
2
0
1
2
元
気
城
下

町
〜
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ａ
メ
ッ
セ
大
和
郡
山
〜
」（
主

催
：
「
元
気
城
下
町
づ
く
り
」
実
行
委
員
会
）

が
開
催
さ
れ
、中
央
会
ブ
ー
ス
に
は
甲
府
印
伝

商
工
業
協
同
組
合
、山
梨
県
印
章
店
協
同
組

合
、山
梨
県
菓
子
工
業
組
合
の
3
組
合
が
出

展
し
た
。

　大
和
郡
山
市
は
、遠
く
奈
良
時
代
か
ら
連

綿
と
続
く
「
農
村
」
、筒
井
順
慶
や
豊
臣
秀

長
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た
「
城
下
町
」
、そ
し

て
、昭
和
工
業
団
地
や
地
場
産
業
な
ど

県
内
総
出
荷
額
の
3
分
の
1
を
占
め
る

「
工
業
都
市
」
と
い
っ
た
3
つ
の
顔
を

持
ち
、伝
統
的
な
商
業
や
農
業
の
分
野

に
お
い
て
も
特
色
を
発
揮
し
て
き
た
地

域
で
あ
る
。

　7
回
目
の
開
催
と
な
る
今
年
は
、江
戸

時
代
の
甲
府
城
主
柳
沢
吉
里
を
介
し
た

歴
史
的
な
縁
で
、平
成
4
年
1
月
に
甲
府

市
と
奈
良
県
大
和
郡
山
市
が
姉
妹
都
市

と
な
り
、今
年
で
20
周
年
を
迎
え
た
こ
と

に
伴
い
、両
市
の
今
後
の
更
な
る
交
流
と

相
互
の
交
友
関
係
を
深
め
、商
工
業
振
興

と
地
場
産
業
の
発
展
が
図
ら
れ
る
こ
と

を
目
指
し
、甲
府
か
ら
は
地
場
産
品
等
を

扱
う
組
合
や
甲
府
市
工
業
協
会
等
を
含

め
15
の
団
体
・
企
業
が
参
加
し
た
。

　イ
ベ
ン
ト
は
両
日
で
約
2
万
2
千
人

の
来
場
者
が
あ
り
、農
業
、商
業
、

工
業
各
分
野
の
約
60
社
に
よ
る

P
R
ブ
ー
ス
の
出
展
の
ほ
か
、模

擬
店
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、太

鼓
演
奏
も
あ
っ
た
。

　本
会
ブ
ー
ス
で
は
、甲
府
印
伝
商
工

業
協
同
組
合
の
㈱
印
傳
屋
上
原
勇
七

は
歴
史
あ
る
甲
州
印
傳
の
魅
力
の
P
R

と
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
バ
ッ
グ
や
小

物
等
の
販
売
を
、山
梨
県
印
章
店
協
同

組
合
は
印
章
文
化
の
P
R
や
職
人
に
よ

る
甲
州
手
彫
印
章
製
作
の
実
演
を
、山

梨
県
菓
子
工
業
組
合
の
㈱
平
和
堂
は

地
元
の
食
材
も
活
か
し
た
手
作
り
ロ
ー

ル
ケ
ー
キ
の
販
売
を
、同
組
合
の
㈱
澤

田
屋
は
え
ん
ど
う
豆
の
あ
ん
こ
玉
に
黒

糖
の
羊
羹
で
包
ん
だ
和
菓
子
の
販
売
と

P
R
等
を
行
っ
た
。

　各
社
、山
梨
に
お
け
る
伝
統
産
業
等

の
新
た
な
イ
メ
ー
ジ
を
来
場
者
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
、手
応
え
を

感
じ
た
よ
う
だ
。

山
梨
い
い
も
の･

　
　
　
　う
ま
い
も
の
市

　11
月
24
日（
土
）、25
日（
日
）、甲
府
中

心
商
店
街
「
か
す
が
も
〜
る
」
に
お
い
て

「
山
梨
い
い
も
の・
う
ま
い
も
の
市
」（
主

催
：
関
東
・
東
海
B
‐
1
グ
ラ
ン
プ
リ
in

甲
府
実
行
委
員
会
）が
開
催
さ
れ
、本
会

ブ
ー
ス
に
は
山
梨
県
菓
子
工
業
組
合
、山

梨
県
味
噌
醤
油
工
業
協
同
組
合
、山
梨

県
酒
造
組
合
、山
梨
県
ワ
イ
ン
酒
造
協
同

組
合
の
4
組
合
の
組
合
員
が
出
店
し
た
。

　「
山
梨
い
い
も
の
・
う
ま
い
も
の
市
」

は
J
R
甲
府
駅
周
辺
の
4
会
場
で
開
催

さ
れ
た
「
2
0
1
2
関
東
・
東
海
B
‐
1
グ
ラ

ン
プ
リ
in
甲
府
」
と
の
同
時
開
催
で
、甲
府
市

や
山
梨
県
の
特
産
品
、土
産
品
な
ど
の
「
い
い

も
の
・
う
ま
い
も
の
」
を
来
場
者
に
紹
介
と
販

売
を
す
る
ほ
か
、中
心
街
へ
の
誘
客
を
図
り
商

店
街
の
活
性
化
に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的
に
開

催
さ
れ
た
。

　イ
ベ
ン
ト
の
両
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、メ

イ
ン
イ
ベ
ン
ト
「
関
東
・
東
海
B
‐
1
グ
ラ
ン

プ
リ
」
の
会
場
で
は
、山
梨
、千
葉
、静
岡
、神

奈
川
な
ど
8
県
16
団
体
が
出
展
し
、地
元
「
鳥

も
つ
煮
」
を
は
じ
め
庶
民
の
味
が
勢
ぞ
ろ
い

し
、2
日
間
で
来
場
者
が
14
万
8
千
人（
主
催

者
発
表
）の
人
出
で
賑
わ
っ
た
。

　客
足
は
、中
心
市
街
地
「
山
梨
い
い
も
の
・

う
ま
い
も
の
市
」
の
会
場
に
も
延
び
、想
定
を

上
回
る
観
光
客
や
家
族
連
れ
な
ど
で
商
店
街

が
活
気
づ
い
た
。

　本
会
ブ
ー
ス
に
は
、山
梨
県
菓
子
工
業
組
合

の
組
合
員
が
自
慢
の
銘
菓
を
、山
梨
県
味
噌
醤

油
工
業
協
同
組
合
の
組
合
員
が
鳥
も
つ
煮
の

レ
ト
ル
ト
等
を
、山
梨
県
酒
造
組
合
の
蔵
元
7

社
が
日
本
酒
を
、山
梨
県
ワ
イ
ン
酒
造
協
同
組

合
の
組
合
員
が
ワ
イ
ン
を
、そ
れ
ぞ
れ
P
R
と

販
売
を
行
っ
た
。そ
の
他
に
も
、や
ま
な
し
ブ

ラ
ン
ド
み
や
げ
品
協
会
等
の
団
体
を
含
め
19

団
体
・
企
業
が
出
店
し
た
。

　今
回
は
、県
内
外
の
来
場
者
が
多
か
っ
た
こ

と
に
よ
り
、各
団
体
と
も
昨
年
12
月
に
開
催
し

た
「
B
級
ご
当
地
グ
ル
メ
よ
っ
ち
ゃ
ば
れ
市

in
こ
う
ふ
」（
リ
ハ
ー
サ
ル
イ
ベ
ン
ト
）を
遥
か

に
上
回
る
売
り
上
げ
が
あ
り
、山
梨
の
特
産

品
・
土
産
品
等
を
幅
広
く
効
果
的
に
P
R
す
る

こ
と
が
で
き
、大
成
功
で
あ
っ
た
。

11月の出来事
●時事
  4日  甲府河川敷で発砲事件
11日  新県立図書館オープン
16日  衆議院解散
●山梨県中央会ニュース
8、15、22、29日  組合士受験対策講習会
13日  組合青年部県大会
14日  レディース中央会全国フォーラムin福島
20日  活力ある職場づくり山梨県大会
26日  第8回正副会長会議
12月の予定
  2日  中小企業組合検定試験
  5日  事務連絡協議会研修会

今月の見どころ
2面　　県政功績者に中央会関係者4人が受章
4・5面   組合活動のご紹介
7面　　組織化推進月間（11月）活動報告
8面　　横内知事へ商工団体が陳情

大
和
郡
山
、甲
府
で
地
場
産
品
販
売
促
進
事
業
を
展
開
！

大
和
郡
山
で「
P
I
C
A
メ
ッ
セ
見
本
市
」

甲
府
で「
山
梨
い
い
も
の
・
う
ま
い
も
の
市
」に
出
店
参
加

大
和
郡
山
で「
P
I
C
A
メ
ッ
セ
見
本
市
」

甲
府
で「
山
梨
い
い
も
の
・
う
ま
い
も
の
市
」に
出
店
参
加

県
産
品
を
積
極
的
に
P
R

山梨の魅力を発信する「PICAメッセ大和郡山」

県産ワインを紹介する「山梨いいもの・うまいもの市」

多くの人で賑わう「山梨いいもの・うまいもの市」
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ibuki組合間連携
　こ
れ
か
ら
の
中
小
企
業
経
営
に
な
く
て
は
な

ら
な
い
考
え
方
は
、親
企
業
と
下
請
企
業
的
な

力
の
あ
る
も
の
に
つ
き
従
う
経
営
で
は
な
く
、

多
種
多
様
な
関
係
性
の
中
で
自
身
の
企
業
が

独
立
性
ま
た
は
独
自
性
を
確
保
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

　ま
た
、自
社（
自
組
合
）の
限
界
を
知
り
、協

力
者（
組
合
）の
組
織
化
を
通
じ
て
「
1
社
あ
る

い
は
単
一
組
合
よ
り
も
よ
り
大
き
な
マ
ー
ケ
ッ

ト
ま
た
は
、高
付
加
価
値
の
経
営
を
模
索
す
る

こ
と
」
、「
単
一
組
合
で
は
実
現
で
き
な
い
様
々

な
共
同
事
業
の
実
現
の
可
能
性
が
高
ま
る
こ

と
」
な
ど
を
目
指
し
た
共
同
事
業
の
展
開
が
求

め
ら
れ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　単
に
組
合
へ
加
入
し
て
い
る
と
い
う
状
態
で

は
な
く
、共
に
何
か
を
生
み
出
そ
う
と
す
る
志

向
と
精
神
で
、自
ら
主
体
的
に
行
動
す
る
組
合

員
の
意
欲
が
大
切
で
あ
る
。何
か
を
し
て
も
ら

お
う
と
待
っ
て
い
る
依
存
姿
勢
で
は
何
も
も
ら

え
な
い
。共
に
存
在
す
る
中
で
、共
に
何
か
を
生

み
出
し
て
行
こ
う
と
す
る
積
極
的
な
姿
勢
が
必

須
で
あ
る
。

　今
後
、組
合
員
の
事
業
基
盤
を
強
化
す
る
た

め
に
は
、組
合
事
業
を
単
一
組
合
内
に
留
め
る

の
で
は
な
く
、組
合
員
に
と
っ
て
の
組
合
事
業

の
メ
リ
ッ
ト
を
創
造
、拡
充
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、同
業
種
、異
業
種
と
の
関
係
を
拡
大
し
、

更
に
「
組
合
間
連
携
」
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。中
小
企
業
と
組
合
が
新
た
な
活

路
を
切
り
拓
く
た
め
に
も
、ま
た
地
域
経
済
の

発
展
、あ
る
い
は
業
界
を
挙
げ
た
経
済
的
地
位

の
向
上
の
た
め
に
も
「
組
合
間
連
携
」
は
必
要

で
あ
る
。中
央
会
で
は
、組
合
同
士
の
連
携
及
び

組
合
員
同
士
の
連
携
を
進
化
さ
せ
、組
合
員
で

あ
る
中
小
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
創
出

と
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　山
梨
県
は
、平
成
24
年
度
の
県
政
功
績

者
53
人
を
11
月
13
日
付
で
発
表
し
た
。

　中
央
会
関
係
者
で
は
4
人
が
栄
え
あ
る

受
賞
を
受
け
た
。
　
　
　
　
　

  （
50
音
順
）

栄
誉

県
政
功
績
者
に
中
央
会

関
係
者
4
人
が
受
賞

県
政
功
績
者
に
中
央
会

関
係
者
4
人
が
受
賞

県
政
功
績
者
に
中
央
会

関
係
者
4
人
が
受
賞小田切富男 氏

（元山梨県宝石研磨工業協同組合 理事長）
栗山　直樹 氏

（協同組合山梨県流通センター 理事長）
（山梨県中小企業団体中央会 理事）

佐藤　喜夫 氏
（元山梨県トラック事業協同組合 理事）

新藤　　進 氏
（山梨報徳機工協同組合 理事長）
（山梨県中小企業団体中央会 理事）

～多彩な支援業務を展開～
　本会は、事業協同組合等の設立と中小企業組合の指導・育成を目的に設立され、
組合等の管理・運営・経理・税務・金融・労働等の支援を通じ、中小企業の発展のた
めの支援業務を行っています。
　近年、組合等の連携組織は大きな環境変化の中で変化の必要に迫られています。
そのためには、組合の構成員である中小企業の振興が必要不可欠なものであるこ
とから、組合の構成中小企業の経営立て直しが急務とされ、本会でも個別中小企業
の金融、労働、商品開発、販路等の支援に力を入れています。
　本会は、平成24年11月5日付で「中小企業の新たな事業活動の促進に関する法
律」に基づき経営革新等支援業務を行う者として関東財務局長と関東経済産業局
長から第1号認定を受け、組合の構成中小企業の支援業務に本格的に取り組むこ
ととなりました。なお、関東甲信越静ブロックでは929の機関が認定され、全国で
は13の中央会が認定されました。
　また、それ以外にも本会の個別企業支援は、経済産業省、厚生労働省及び農林水
産省の制度を利用しながら次のような窓口を設置し支援を実施しています。組合
や構成企業で経営のお悩みのある方は、お気軽に本会までご相談ください。

  「認定経営革新等支援機関」
　認定支援機関の業務は、多様化・複雑化する中小企業の経営課題を財務及び会
計等の分析と課題解決の鍵を握る経営改善計画の策定等を行い、中小企業の経営
力を強化するための支援を実施しています。

  「最低賃金総合相談支援センター・最低賃金相談支援コーナー」
　専門スタッフとしてコーディネー
ターを常駐させ、生産性の向上等の中
小企業の経営改善を通じて賃金支払能
力の向上を図るとともに、経営改善に
よって変更される賃金制度、労働時間
制度、労働安全衛生管理体制の見直し
に対応する支援を実施しています。

  「6次産業化サポートセンター」
　サポートセンターでは、農林漁業者

等による加工・販売分野への進出を促進するなど、農林漁業と2次産業・3次産業
との連携の推進を図り、農林水産物等の地域資源を有効に活用して地域の雇用
の確保と所得の向上を目指すという6次産業化の取り組み事業者を支援してい
ます。
　平成24年度に本会のサポートにより、6次産業総合化事業計画の認定を取得
し新たな事業展開を計画している事業者は、以下の3社です。

　また、平成24年8月29日に国会で株式会社農林漁業成長産業化支援機構法
（ファンド法）が成立
したことにより、官民
共同出資の農林漁業
成長産業化ファンド
が創設されます。6次
産業化の取り組みを
さらに拡大･高度化す
るための支援の促進
が期待されています。
　ファンドのマッチ
ングにより、中小企業
者と農林漁業者とが
連携し、産地段階から
連 携した商 品・メ
ニューの差別化を行
い新たな事業展開が
図れます。

中央会の「経営革新等支援機関」認定と個別企業支援の取り組み中央会の「経営革新等支援機関」認定と個別企業支援の取り組み中央会の「経営革新等支援機関」認定と個別企業支援の取り組み

認定事業者名

有限会社
忍沢養殖場

株式会社東夢

有限会社
山梨フルーツライン

テーマ名
山梨産の大型ニジマス「甲
斐あかね」を使った燻製等
の商品開発と販売

山梨県産ぶどうを活用し
たレスベラトロール高含有
の新商品の開発と販売

新生産方式による無添加
あんぽ柿の開発と通年販
売

内　　　容
自社開発の大型ニジマス「甲斐あかね」を使用し、
加工品（スモーク、干物）の開発・製造・販売により
漁業経営の安定化を図る。
自社生産の醸造用ぶどうとワイン製造時に出るパ
ミス（絞り粕）を使用し、加工品（レスベラトロール
高含有ジュース・ワインジャム・ペースト）の開発・
製造・販売により農業経営の安定化を図る。
自ら生産した柿を使用した硫黄薫蒸を行わない無
添加あんぽ柿・あんぽ柿のシャーベットの商品開
発・製造・販売により農業経営の安定化を図る。

農林漁業成長産業化ファンドによる資金・支援の流れ

農産物の加工に取り組む農業者
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2012年10月 2012年10月2012年10月

データから見た業界の動き（平成24年10月分）
収益状況
2011年10月

景況感
2011年10月

売上高
2011年10月

減少
28%

不変
60%

増加
12%

減少
30%

不変
64%

増加
6%

減少
32%

不変
68%

減少
36%

不変
48%

増加
16%

減少
40% 不変

58%

増加
2%

減少
46%

不変
50%

増加
4%

　本県の10月の景況は、全業種のDI値が、売上高
－24（前年同月比－8）、収益状況－42（前年同月比
－18）、景況感－46（前年同月比－14）となった。業
種別のDI値では製造業で、売上高－40（前年同月
比－15）、収益状況は－55（前年同月比－30）、景況
感は－50（前年同月比－20）。非製造業で、売上高
－13（前年同月比－3）、収益状況－33（前年同月比
－10）、景況感－43（前年同月比－10）となった。
　全体では、前年同月比で全ての項目においてDI
値が悪化しており、また業種別の前年同月比でも、
製造業、非製造業ともにDI値が悪化している。特に
製造業の収益状況のDI値に関しては、－30ポイン
トと悪化の幅が最も大きくなっており海外景気の
減速や円高、尖閣諸島国有化等の問題が影響して
いると思われる。前月比でみると製造業は、収益状
況、景況感が更に悪化し、非製造業では全ての項目
で好転しているが先行きは不透明であるとのコメ
ントもある。
　情報連絡員による県内の10月の業況報告による
と、製造業は、日中関係の悪化による影響を受け、受
注不安や景気の冷え込みによる資金繰りの悪化等
を懸念するコメントが目立っている。非製造業で
は、消費動向の不振や低価格競争による収益減の報
告が目を引いた。
　今後、海外経済の減速や日中関係の悪化による
国内経済の冷え込みが一段と厳しくなり県内の中
小企業を取り巻く経営環境は、ますます厳しい状況
になると思われる。

●山梨県中小企業団体中央会情報連絡員報告業
界
の
動
き

▼
デ
ー
タ
か
ら
見
た

声業界の業
界
の
現
況
は
？

　本
組
合
は
郡
内
地
域
の
織
物
産
業
の
振
興
発
展
に
尽
力

し
て
い
る
組
合
で
す
。本
県
東
部
・
富
士
五
湖（
郡
内
）地
域

は
、全
国
で
も
有
数
の
織
物
の
産
地
で
す
。郡
内
織
物
に
は
、

男
性
服
裏
地
、ネ
ク
タ
イ
、ス
ト
ー
ル
・
マ
フ
ラ
ー
、洋
傘
、カ

ー
テ
ン
・
寝
装
等
、多
品
種
が
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。特
に「
ネ

ク
タ
イ
」に
つ
い
て
は
、全
国
で
も
有
数
の
生
産
量
を
誇
っ
て

い
ま
す
。

　当
産
地
の
織
物
業
界
は
昭
和
50
年
代
を
ピ
ー
ク
に
、そ
の

生
産
量
、売
上
高
と
も
に
激
減
傾
向
に
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
、

中
国
を
は
じ
め
と
し
た
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
安
価
な
賃
金
か

ら
生
み
出
さ
れ
る
低
価
格
製
品
の
氾
濫
に
よ
り
、商
品
力
の

み
で
は
太
刀
打
ち
で
き
ず
、長
期
に
わ
た
る
構
造
的
な
不
況

が
続
い
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、織
物
に
携
わ
る
業
者
も
減
少

傾
向
に
あ
り
、厳
し
い
状
況
で
す
。

今
後
の
展
開
は
？

　従
前
か
ら
当
産
地
内
の
経
営
形
態
は
O
E
M（
相
手
先
ブ

ラ
ン
ド
名
製
造
）が
大
部
分
で
す
。し
か
し
、こ
の
体
制
で
は
、

価
格
面
で
相
手
方
の
意
向
が
強
く
反
映
さ
れ
て
し
ま
い
、受

注
量
が
増
え
て
も
収
益
は
伸
び
な
い
と
い
う
状
況
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　そ
こ
で
、当
業
界
で
は「
O
E
M
か
ら
の
脱
却
」を
掲
げ
、自

社
ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
上
げ
、自
ら
販
売
し
て
い
く
ス
タ
イ
ル

を
模
索
し
て
い
ま
す
。そ
の
一
環
と
し
て
、ネ
ク
タ
イ
及
び
ス

ト
ー
ル
と
い
っ
た
ネ
ッ
ク
周
り
の
商
品
を
新
し
い
感
覚
で
作

り
上
げ
販
売
す
る
試
み
で
あ
る「N

O
 TIE , YO

U
 D
IE

」事

業
、産
地
内
の
若
手
後
継
者
が
学
生
と
一
緒
に
な
っ
て
独
自

に
ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
上
げ
る
取
り
組
み
で
あ
る「
産
学
コ
ラ

ボ
」事
業
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
は
新
た
な
産
地
の
方
向
性
を

示
唆
し
て
い
る
事
業
で
、大

い
に
期
待
を
し
て
い
ま
す
。

　今
後
も
組
合
員
の
製
品

の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
、消

費
者
に
直
接
製
品
を
お
届

け
で
き
る
機
会
を
増
や
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、将
来
的
に
は
業
界

内
に
お
け
る
生
地
生
産
高

の
自
社
ブ
ラ
ン
ド
比
率
を

3
割
ま
で
上
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク
ス

　情
報
連
絡
員
に
は
、景
気

動
向
の
変
化
、現
状
と
そ
の
背

景
な
ど
に
つ
い
て
、業
界
ま
た

は
組
合
員
全
体
の
動
向
・
予

測（
売
上
高
・
原
材
料
等
経

費
・
資
金
繰
り
な
ど
）に
つ
い

て
コ
メ
ン
ト
を
求
め
た
。

 

業
界
か
ら
一
言

■
製
造
業

●
食
料
品（
水
産
物
加
工
）／

婚
礼
用
食
材
は
低
調
だ
っ

た
。仕
入
食
品
が
増
加
し
た

た
め
売
上
は
前
年
同
月
比

１
１
８
%
と
な
っ
た
が
、利

益
率
は
低
い
。

●
食
料
品（
洋
菓
子
製
造
）╱

O
E
M
、自
社
ブ
ラ
ン
ド
が

好
調
で
前
年
同
月
比
１
０

６
・
5
%
。

●
食
料
品（
菓
子
）╱
収
益

は
、昨
年
よ
り
一
段
と
落
ち

込
ん
で
い
る
。

●
木
材
・
木
製
品
製
造
╱
プ

レ
カ
ッ
ト
加
工
品
の
売
上

が
前
年
同
月
よ
り
も
減
少

し
た
。

●
家
具
製
造
╱
先
月
よ
り
も

電
気
料
金
や
健
康
保
険
料

等
の
値
上
げ
が
、コ
ス
ト
上

昇
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

●
印
刷
╱
売
上
が
落
ち
込
ん

で
い
る
た
め
資
金
繰
り
が

悪
化
し
て
い
る
。

●
窯
業
・
土
石（
砂
利
）╱
中

部
横
断
自
動
車
道
の
公
共

工
事
が
本
格
化
す
る
ま
で

は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

●
窯
業
・
土
石（
生
コ
ン
）╱
甲

府
市
内
の
大
型
既
契
約
物

件
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
需
要

も
徐
々
に
終
息
を
迎
え
、出

荷
量
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。

●
鉄
鋼
・
金
属
⑴
╱
か
な
り

厳
し
い
状
況
。先
行
き
が
不

透
明
で
あ
る
。

●
一
般
機
器
⑴
╱
国
際
見
本

市
に
出
展
し
た
が
、先
行
き

は
不
透
明
で
あ
る
。

●
一
般
機
器
⑵
╱
新
規
開
拓

に
よ
り
、若
干
売
上
が
増
え

た
。

●
そ
の
他（
貴
金
属
①
）╱
得

意
先
の
倒
産
や
廃
業
に
よ

り
売
り
先
が
減
少
し
て
い

る
。

■
非
製
造
業

●
小
売（
青
果
）╱
全
体
的
に

価
格
が
上
昇
傾
向
に
あ
る
。

●
小
売（
食
肉
）╱
消
費
不
振

に
よ
り
高
値
商
品
の
動
き

が
悪
い
。

●
小
売（
水
産
物
）╱
10
月
は

各
地
域
で
収
穫
祭
を
兼
ね

た
イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押
し

と
な
り
、消
費
者
が
小
売
店

へ
出
向
く
機
会
が
減
り
、業

況
は
極
め
て
低
調
で
あ
る
。

●
小
売（
石
油
）╱
米
国
の
株

価
低
迷
等
に
よ
り
原
油
価

格
が
下
落
し
た
た
め
、全
油

種
の
製
品
及
び
元
売
り
の

卸
価
格
に
も
反
映
さ
れ
県

内
給
油
所
の
店
頭
価
格
は

横
ば
い
か
若
干
値
下
げ
し

た
。ま
た
、10
月
1
日
か
ら

導
入
さ
れ
た「
地
球
温
暖

化
対
策
税（
環
境
税
）」が

販
売
価
格
に
転
嫁
で
き
ず

各
給
油
所
の
負
担
と
な
っ

て
い
る
。

●
商
店
街
⑴
╱
消
費
者
の
購

買
意
欲
が
乏
し
く
、売
上
、

収
益
と
も
に
減
少
し
た
。

●
商
店
街
⑵
╱
物
販
関
係
は

相
変
わ
ら
ず
低
調
だ
が
、飲

食
関
係
は
若
干
上
向
き
傾

向
に
あ
る
。

●
宿
泊
業
⑴
╱
東
日
本
大
震

災
が
あ
っ
た
昨
年
と
比
べ

景
気
は
回
復
傾
向
に
あ
る

よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
が
、尖

閣
諸
島
等
の
問
題
に
よ
る

中
国
人
観
光
客
の
減
少
に

伴
い
、売
上
は
昨
年
同
様
で

あ
る
。

●
宿
泊
業
⑵
╱
大
手
旅
行
会

社
の
企
画
や
個
人
旅
行
者

の
意
識
も
旅
先
が
東
北
の

た
め
、首
都
圏
に
近
い
山
梨

は
苦
戦
し
て
い
る
。

●
美
容
業
╱
秋
の
イ
ベ
ン
ト

シ
ー
ズ
ン
と
な
り
来
客
数

も
回
復
傾
向
に
あ
る
が
、客

単
価
は
上
が
ら
な
い
。

●
廃
棄
物
処
理（
事
業
系
）╱

廃
棄
物
処
理
業
界
は
、製

造
業
を
は
じ
め
他
業
界
の

景
気
に
大
き
く
左
右
さ
れ

る
た
め
厳
し
い
状
況
に
あ

る
。ま
た
、電
気
料
金
の
値

上
げ
や
燃
料
費
の
高
騰
等

が
経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
。

●
警
備
業
╱
仕
事
量
は
増
加

傾
向
に
あ
る
。

●
建
設
業（
総
合
）╱
業
況
は

悪
化
し
て
い
る
。

●
建
設
業（
鉄
構
）╱
受
注
価

格
は
相
変
ら
ず
安
値
が
続

い
て
い
る
た
め
、先
行
き
不

透
明
の
状
況
で
あ
る
。

●
設
備
工
事（
管
設
備
）╱
新

築
着
工
戸
数
が
減
少
し
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

●
運
輸（
タ
ク
シ
ー
）╱
昨
年

よ
り
一
段
と
業
況
は
悪
化

し
て
い
る
。

　

 

山
梨
県
絹
人
繊
織
物
工
業
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　理
事
長
　勝
俣 

明
美  

氏

10月分
平成24年

組合が製作した自社ブランドパンフレット



中小企業タイムズ（4）第三種郵便物認可　平成24年12月１日（土曜日）

中
央
会
●
会
員
組
合
活
動
紹
介

A
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A

I

こ
の
秋
、食
肉
の
秋
を
満
喫
!!

T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

森
の
家
庭
料
理
レ
ス
ト
ラ
ン
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　視
察

企業組合ふるさと薬膳森樹

　山梨県食肉事業協同組合連合会

T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　企
業
組
合
ふ
る
さ
と

薬
膳
森
樹（
田
中
洋
子
理

事
長
）は
、小
淵
沢
町
で

地
元
食
材
を
利
用
し
た

主
婦
に
よ
る
レ
ス
ト
ラ

ン
と
し
て
平
成
8
年
に

オ
ー
プ
ン
、女
性
に
よ
る

地
域
お
こ
し
型
組
合
の

先
進
事
例
と
し
て
全
国

か
ら
注
目
を
集
め
た
。

　開
業
以
来
16
年
が
経

過
し
経
営
環
境
が
変
化

し
た
こ
と
か
ら
、新
た
な

経
営
コ
ン
セ
プ
ト
の
構

築
と
新
業
展
開
を
行
う

た
め
に
、本
年
度
、中
央
会
か
ら
の
助
成
を
受
け
て
成
長
戦
略
推

進
プ
ロ
グ
ラ
ム
支
援
事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
、11
月
5
日
に
組

合
員
、従
業
員
、専
門
家
19
名
で
茨
城
県
の
「
ポ
ケ
ッ
ト
フ
ァ
ー
ム

ど
き
ど
き・
森
の
家
庭
料
理
レ
ス
ト
ラ
ン
」
の
視
察
を
行
っ
た
。

　視
察
で
は
、森
の
家
庭
料
理
レ
ス
ト
ラ
ン
の
田
村
店
長
か
ら
、地

元
野
菜
の
調
達
方
法
、バ
イ
キ
ン
グ
方
式
の
料
理
の
提
供
方
法
、

店
舗
の
運
営
方
法
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、そ
の
後
、料
理
に

舌
鼓
を
打
っ
た
。

　組
合
員
、従
業
員
か
ら
は
、「
地
元
の
野
菜
を
生
か
し
た
家
庭
料

理
が
安
心
感
を
出
し
て
い
る
」
「
あ
り
ふ
れ
た
素
材
で
も
料
理
の

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
多
い
」
「
従
業
員
が
自
信
を
持
っ
て
料
理
の

説
明
を
し
て
い
る
」
と
い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ
る
と
と
も
に
、「
森

樹
で
も
そ
の
日
に
手
に
入
れ
ら
れ
る
野
菜
を
使
っ
て
柔
軟
に
メ

ニ
ュ
ー
を
決
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
」
と
い
っ
た
抱
負
も
だ
さ

れ
た
。

　組
合
の
成
長
戦
略
推

進
プ
ロ
グ
ラ
ム
支
援
事
業

で
は
、中
小
企
業
診
断
士

の
澤
さ
ん
、野
菜
ソ
ム
リ

エ
の
芦
澤
さ
ん
、広
告
企

画
会
社
の
澤
登
さ
ん
の

3
人
の
専
門
家
の
連
携

に
よ
り
、来
年
2
月
に
新

た
な
店
舗
コ
ン
セ
プ
ト
に

よ
る
メ
ニ
ュ
ー
開
発
と
広

告
宣
伝
手
法
の
確
立
を

目
指
し
て
い
る
。

　山
梨
県
食
肉
事
業
協
同

組
合
連
合
会（
高
野
修
一

会
長
）は
、10
月
上
旬
か
ら

11
月
下
旬
に
か
け
て
、県

内
で
開
催
さ
れ
た
様
々
な

秋
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

た
。　イ

ベ
ン
ト
で
は
、山
梨

県
産
食
肉
及
び
国
産
食
肉

に
関
す
る
知
識
の
普
及
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

一
般
の
消
費
者
を
対
象
に

試
食
会
他
、食
肉
に
関
す

る
パ
ネ
ル
の
展
示
な
ど
を
行
っ
た
。

　試
食
コ
ー
ナ
ー
で
は
、来
場
者
に
県
産
牛
と
豚
の
焼
肉
の
提
供

を
行
う
と
と
も
に
、ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
配
布
し
そ
の
場
で
回
収

す
る
こ
と
で
来
場
者
と
の
交
流
、組
合
活
動
の
P
R
を
図
っ
た
。パ

ネ
ル
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
、食
肉
の
安
全
管
理
・
食
肉
の
文
化
知
識

な
ど
の
情
報
提
供
、ま
た
、食
肉
に
関
す
る
紹
介
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

配
布
し
て
消
費
者
が
食
肉
を
購
入
す
る
際
の
知
識
の
普
及
を
図

っ
た
。

　な
お
、そ
れ
ぞ
れ
の
イ
ベ
ン
ト
・
参
加
は
、「
平
成
24
年
度
食
肉

情
報
等
普
及
・
啓
発
事
業
」
「
平
成
24
年
度
食
肉
小
売
機
能
高
度

化
推
進
事
業
」
に
よ
る
も
の
で
、㈳
日
本
食
肉
協
議
会
、全
国
食

肉
事
業
協
同
組
合
連
合
会
な
ど
の
協
力
を
得
て
い
る
。

　ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
天
候
に
恵
ま
れ
、多
く
の
来
場
者
が
組
合
の

ブ
ー
ス
を
訪
れ
た
。

　参
加
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、次
の
と
お
り
で
あ
る
。

■
10
月
7
日（
日
）「
フ
ェ
ス
タ

ま
き
ば
」
：
県
立
ま
き
ば
公

園
■
10
月
20
日（
土
）「
秋
の
富
士

ヶ
峰
酪
農
ま
つ
り
」
：
富
士

ヶ
峰
酪
農
場

■
10
月
20
日（
土
）「
甲
府
大

好
き
祭
り
」
：
か
す
が
も
〜

る
■
11
月
10
日（
土
）〜
11
日

（
日
）「
県
民
の
日
記
念
行

事
」
：
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園

■
11
月
23
日（
金
）「
え
び
す
講

祭
り
」
：
か
す
が
も
〜
る
他

　山
梨
県
遊
技
業
協
同
組

合（
大
森
武
正
理
事
長
）

は
、去
る
10
月
24
日
、セ
レ

ス
甲
府
に
お
い
て
、「
平

成
24
年
度
経
営
者
・
店
長

（
管
理
者
）研
修
会
」
を
開

催
し
た
。

　第
一
部
で
は
、山
梨
県

警
察
本
部
生
活
安
全
部
生

活
環
境
課
の
渡
邊
富
士
雄

課
長
補
佐
、同
じ
く
山
崎

実
風
俗
営
業
担
当
係
長
よ

り
「
健
全
営
業
の
推
進
に

つ
い
て
」
の
研
修
が
行
わ

れ
た
。研
修
の
中
で
は
、当

業
界
に
お
け
る
広
告
宣
伝
に
お
い
て
、①
入
賞
を
容
易
に
し
た
遊

技
機
の
設
置
を
う
か
が
わ
せ
る
表
示
を
し
な
い
こ
と
、②
著
し
く

射
幸
心（
可
能
性
の
少
な
い
偶
然
の
成
功
や
、利
益
を
得
よ
う
と

す
る
気
持
ち
）を
そ
そ
る
お
そ
れ
の
あ
る
方
法
で
営
業
し
な
い
こ

と
、に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
た
。な
お
、本
組
合
の
組
合
員
に
は
、

こ
の
広
告
宣
伝
に
つ
い
て
組
合
か
ら
の
指
導
が
徹
底
さ
れ
て
お

り
、本
件
に
つ
い
て
警
察
庁
か
ら
通
知
が
発
出
さ
れ
た
本
年
7
月

20
日
以
降
、違
反
広
告
に
よ
る
行
政
処
分
は
0
件
で
あ
っ
た
。ま

た
、「
賞
品
買
取
の
禁
止
に
つ
い
て
」
、「
児
童
の
車
内
放
置
の
防

止
に
つ
い
て
」
、「
遊
技
機
の
不
正
改
造
防
止
に
つ
い
て
」
、「
各

種
法
令
の
遵
守
に
つ
い
て
」
の
説
明
が
な
さ
れ
た
。

　次
に
第
二
部
で
は
、元
甲
府
税
務
署
長
で
中
村
税
理
士
事
務
所

の
中
村
保
長
所
長
よ
り
、「
適
正
納
税
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
研
修
が
行
わ
れ
た
。研
修
の
中
で
は
、当
業
界
の
消
費
税
の

計
算
方
法
等
に
つ
い
て
実
際
の
計
算
を
交
え
た
説
明
が
行
わ
れ

た
。ま
た
、今
後
の
消
費
税

増
税
問
題
に
つ
い
て
、世

界
に
お
け
る
消
費
税
率
に

つ
い
て
等
の
説
明
も
併
せ

て
行
わ
れ
た
。

　当
日
は
多
く
の
組
合
員

経
営
者
・
管
理
者
等
が
参

加
し
、質
疑
応
答
等
も
積

極
的
に
行
わ
れ
、組
合
員

に
お
け
る
本
研
修
会
へ
の

関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え

る
も
の
と
な
っ
た
。

「
健
全
営
業
」推
進
の
た
め
の

　
　
　
　
　研
修
会
を
開
催
!

山梨県遊技業協同組合T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

甲府大好き祭りの様子

田村店長からの説明を聞く

本組合にて製作・配布した
子供事故防止防犯パトロール用ベスト

森の家庭料理レストランの前で

研修風景

フェスタまきばの様子
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中
央
会
●
会
員
組
合
活
動
紹
介

A
C

T
I

V
E

 
K

U
M

I
A

I

新
た
な
組
合
活
動
へ
の

　
　
　
　
　
　
　希
望
を
語
る

T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

「
車
ふ
れ
あ
い
祭
り
2
0
1
2
」開
催

 
〜
澄
ん
だ
空 

未
来
に
届
け
る 

マ
イ
カ
ー
点
検
〜

協同組合山梨県流通センター

山梨県自動車整備商工組合・社団法人山梨県自動車整備振興会T O P I C S ・・・・・

　山
梨
県
自
動
車
整
備
商

工
組
合
・
社
団
法
人
山
梨
県

自
動
車
整
備
振
興
会（
荻
原

公
明
理
事
長
・
会
長
）は
、11

月
17
日（
土
）ア
イ
メ
ッ
セ

山
梨
に
お
い
て
、「
車
ふ
れ

あ
い
祭
り
２
０
１
２
」
を

開
催
し
た
。こ
の
イ
ベ
ン
ト

は
組
合
・
振
興
会
が
取
り
組

む
自
動
車
点
検
整
備
推
進

運
動
の
一
環
と
し
て
、適
正

な
点
検
・
整
備
の
重
要
性
と

確
実
な
実
施
を
広
く
県
民

に
周
知
促
進
す
る
こ
と
で
、

交
通
事
故
や
公
害
の
防
止

を
目
指
す
も
の
。当
日
は
多

く
の
県
民
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

会
場
で
は
、第
19
回
山
梨
県
自
動
車
整
備
技
能
競
技
会
も
同
時
開

催
さ
れ
、自
動
車
整
備
士
に
よ
る
白
熱
し
た
戦
い
に
家
族
連
れ
な

ど
多
く
の
来
場
者
が
熱
い
声
援
を
送
っ
た
。

　点
検
推
進
コ
ー
ナ
ー
で
は
、相
談
員
が
常
駐
し
、自
分
で
出
来

る
マ
イ
カ
ー
日
常
点
検
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
定
期
点
検
ク
イ
ズ
な
ど

を
行
い
、日
常
の
点
検
整
備
及
び
専
門
家
に
よ
る
自
動
車
の
適
正

な
維
持
管
理
の
重
要
性
に
つ
い
て
啓
蒙
し
た
。ま
た
、シ
ー
ト
ベ
ル

ト
衝
撃
体
験
・
自
動
車
運
転
適
正
診
断
、往
年
の
名
車
展
示
コ
ー

ナ
ー
や
子
供
達
を
対
象
に
し
た
イ
ベ
ン
ト
も
実
施
。各
自
動
車
整

備
店
は
子
ど
も
1
1
0
番
の
お
店
で
あ
る
こ
と
を
普
及
す
る
「
て

ん
け
ん
君
」
ぬ
り
え
コ
ー
ナ
ー
、抽
選
会
に
参
加
す
る
た
め
の
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
・
ク
イ
ズ
、

ド
リ
ン
ク
の
無
料
サ
ー
ビ

ス
も
行
わ
れ
た
。高
度
な
電

子
制
御
を
備
え
た
自
動
車

の
普
及
な
ど
故
障
が
少
な

い
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、日

頃
の
点
検
・
整
備
が
あ
っ
て

こ
そ
、安
全
・
安
心
が
保
障

さ
れ
る
。こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

保
有
台
数
の
多
い
山
梨
県

民
に
広
く
そ
の
重
要
性
を

普
及
す
る
機
会
と
業
界
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が

る
場
と
な
っ
た
。

　赤
帽
山
梨
県
軽
自
動

車
運
送
協
同
組
合（
丹
羽

孝
徳
理
事
長
）は
、10
月

20
日（
土
）に
赤
帽
山
梨

県
本
部
会
議
室
で
、組
合

員
を
対
象
に
研
修
会
を

開
催
し
、組
合
員
32
名
が

参
加
し
た
。

　研
修
会
は
、山
梨
県
中

小
企
業
団
体
中
央
会
の

補
助
金
を
受
け
て
行
わ
れ

た
も
の
で
、「
赤
帽
の
組

織（
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
&

協
同
組
合
）の
現
状
と
将

来
の
姿
」
「
赤
帽
の
現
状
と
今
後
の
取
組
に
つ
い
て（
何
を
す
べ

き
か
?
）」
な
ど
に
つ
い
て
話
が
さ
れ
た
。
　

　講
師
か
ら
は
、「
赤
帽
組
合
は
荷
主
の
た
め
に
存
在
す
る
と
い

う
大
前
提
抜
き
に
は
組
合
活
性
化
は
な
く
、そ
の
た
め
に
は
、組
合

員
・
執
行
部
が
共
に
視
点
を
組
合
内
部
で
は
な
く
顧
客（
荷
主
）に

向
け
、常
に
提
案
し
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。赤
帽
組
合
は

製
造
業
と
は
違
い
商
品
が
な
く
、組
合
員
一
人
一
人
が〝
商
品
〞で

あ
り
、品
質（
商
品
力
）を
高
め
る
た
め
に
は
、人
間
性
を
高
め
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
た
。

　ま
た
、「
近
年
は
、輸
送
品
質
の
高
い
事
業
者
と
の
取
引
が
荷
主

か
ら
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
て
お

り
、そ
の
要
求
に
応

え
る
た
め
に
も
、全

国
組
織
の
強
み
を
生

か
し
て
、競
合
他
社

と
の
差
別
化
・
差
異

化
を
図
り
競
争
に
打

ち
勝
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
な

ど
の
話
が
さ
れ
、参

加
者
は
み
な
熱
心
に

聴
講
し
て
い
た
。

　組
合
は
今
後
も
、

組
合
員
の
意
識
の
向

上
の
た
め
、定
期
的

に
研
修
会
を
行
っ
て

い
く
。

 

協
同
組
合
山
梨
県
流
通
セ
ン
タ
ー（
栗
山
直
樹
理
事
長

　組
合

員
64
社
）が
、11
月
9
日
に
創
立
40
周
年
の
記
念
式
典
と
祝
賀
会

を
甲
府
富
士
屋
ホ
テ
ル
で
開
催
し
た
。

　栗
山
理
事
長
は
、記
念
式
典
の
式
辞
で
、組
合
の
設
立
か
ら
の

経
過
と
、最
近
10
年
で
行
っ
た
金
融
事
業
の
廃
止
、組
合
資
産
の

活
用
に
よ
る
収
入
基
盤
の
確
立
、組
合
加
入
金
の
廃
止
な
ど
の
3

つ
の
組
合
運
営
の
転
換
が
今
日
の
組
合
の
安
定
に
繋
が
っ
て
い
る

こ
と
を
述
べ
る
と
と
も
に
、「
組
合
員
が
有
形
・
無
形
を
問
わ
ず
利

益
を
享
受
し
実
感
で
き
る
組
合
の
実
現
こ
そ
が
、組
合
の
求
心
力

を
高
め
、今
後
の
発
展
を
約
束
す
る
条
件
に
な
る
」
と
述
べ
た
。

　そ
の
後
、組
合
活
動
に
功
労
の
あ
っ
た
組
合
員
の
中
か
ら
、中
小

企
業
長
官
表
彰
1
名
、中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
理
事
長
表
彰
1

名
、山
梨
県
知
事
表
彰
5
名
、全
国
卸
商
業
団
地
協
同
組
合
連
合

会
長
表
彰
3
名
が
表
彰
を
受
け
た
。

　記
念
式
典
終
了
後
に
場
所
を
移
し
て
行
わ
れ
た
記
念
祝
賀

パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、組
合
の
40
年
の
歩
み
が
ビ
デ
オ
と
し
て
編
集

上
映
さ
れ
、県
産
ワ
イ
ン
を
味
わ
い
な
が
ら
和
や
か
に
懇
談
と
交

流
が
行
わ
れ
た
。

　終
わ
り
に
、記
念
事
業
の
実
行
委
員
長
で
あ
る
細
田
俊
副
理
事

長
か
ら
、「
創
立
当
時
の
人
達
が
共
有
し
て
い
た『
新
し
い
流
通
団

地
を
作
り
出
す
』と
い
う
熱
意
は
も
う
持
て
な
い
が
、世
代
交
代
し

た
組
合
員
が
50
周
年
に
向
け
て
新
た
な
組
合
の
価
値
を
創
造
し

て
い
け
る
よ
う
力
を
合
わ
せ
て
い
き
た
い
」
と
い
う
抱
負
が
お
礼

の
こ
と
ば
と
し
て
述
べ
ら
れ
た
。

平
成
24
年
度
・

　
　
　秋
季
全
体
研
修
会
開
催

赤帽山梨県軽自動車運送協同組合T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

熱心に聴講する組合員

講師の原田氏

なつかしい車も勢揃い

各支部より選抜された整備士による競技会

40周年を期に表彰を受けた方々
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　山梨県中小企業労務改善団
体連合会（会長：大宮山磐）は、
11月20日（火）クラウンパレス
甲府において、第26回活力あ
る職場づくり推進運動山梨県
大会を開催した。
　大会では、地域及び業界の労
務改善に尽力した功労者30名
が、山梨県、山梨県中小企業団
体中央会、山梨県中小企業労務
改善団体連合会よりそれぞれ
表彰された。
　また、表彰式典終了後には、
㈱ヴァンフォーレ山梨スポーツ
クラブ代表取締役輿水順雄氏
より「ヴァンフォーレ甲府、J2
初優勝までの軌跡」をテーマと
した講演会が開催され、ヴァン
フォーレ甲府の1年間の奮闘ぶ
りが伝えられた。

表彰者一覧
●山梨県知事表彰（6名）　（以下敬称略）
西村仁（都留市経営者連絡協議会）、五味公博、野田文久、渡辺勇（以上山梨
県自動車整備労務改善協議会）、坂本政彦、坂本幸晴（以上山梨県トラック
事業労務改善協議会）
●山梨県中小企業団体中央会会長表彰（13名）
長田富也、西川公彦（以上都留市経営者連絡協議会）内田正人、早川亨、南宏
道、村松俊之（以上山梨県自動車整備労務改善協議会）安藤松男、遠藤夏樹、
直井一夫、深澤要、堀内満喜子（以上山梨県トラック事業労務改善協議会）
中村一郎、保坂譲（以上山梨市中小企業労務改善協議会）
●山梨県中小企業労務改善団体連合会会長表彰）（11名）
青沼智則、平山安年（以上甲州市中小企業労務改善協議会）野武一雄（都留
市経営者連絡協議会）山本宏（山梨市中小企業労務改善協議会）清水忠、田
中好輔、中山良仁、、樋口廣紀、渡邊新一（以上山梨県自動車整備労務改善協
議会）新津豊明、深澤和長（以上山梨県トラック事業労務改善協議会）

　11月14～15日の両日、平成24年度『レディース中央会全国
フォーラム in 福島』が、「～つながろう日本!!～女性の力で中小
企業の活性化を!」をテーマに、福島県会津若松市「芦ノ牧温泉
　大川荘」で開催された。本県から8名、全国から約250名の女
性経営者、経営者夫人、組合の女性役職員が参加した。

　第1部基調講演では、『中小企
業経営 ～女性の力で一歩前へ
～』と題し、株式会社長岡塗装
店代表取締役古志野純子氏が、
「会社の一番の財産は社員であ
る。若手、女性の社員教育や小
さい会社だからこそ実現でき
る」とした仕事で成果が出る仕
組みについて講演を行った。
　続いて、第2部事例発表で
は、『被災地復興と女性の果た
す役割』と題し、ハーラウラウ
ラーナニ主宰リノラニあゆみ
氏が、「東日本大震災によって
大きな影響を受けた地元いわ
き市を、フラダンス『アロハの
心』で元気付けたい、また、日本
全国へ感謝の気持ちや元気を
届けたい」という復興へ向けた

取り組みなどについて熱く語った。
　交流会では、全国からの参加者が地域を越えて、情報交換や
親睦を深めた他、講演を行ったハーラウラウラーナニフラダン
スチームによるダンスの披露や、次回開催地である鳥取県の
DVDによる紹介、また、宿泊先である大川荘の協力による「白
虎隊」の踊りが披露され大いに盛り上がった。
　なお、今回は被災地開催ということもあり、女性部執行部か
ら開催地である福島県へ義援金が贈られた。

　11
月
13
日（
火
）、山
梨
県
中
小
企
業
団
体
青
年
中
央

会（
山
縣
正
道
会
長
）は
、平
成
24
年
度
組
合
青
年
部
県

大
会
を
甲
府
・
古
名
屋
ホ
テ
ル
で
開
催
し
た
。

　こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、青
年
部
間
の
交
流
お
よ
び
青
年

中
央
会
の
組
織
強
化
の
た
め
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
、県
内
組
合
青
年
部
等
の
若
手
経
営
者
や
後
継
者

39
名
の
出
席
を
得
て
行
わ
れ
た
。

　講
演
会
は
、㈱
リ
ピ
ー
ツ
の
一
圓
克
彦
氏
を
招
き
、「
0
円
で
8
割
を
リ

ピ
ー
タ
ー
に
す
る
集
客
術
」
を
テ
ー
マ
に
行
わ
れ
た
。一
圓
氏
は
、「
リ
ピ
ー

タ
ー
が
増
え
る
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、販
促
費
の
削
減
、人
に
か
け
る
コ
ス
ト
の

削
減
、売
上
の
安
定
が
あ
る
。顧
客
離
脱
率
の
差
が
業
績
の
差
に
あ
ら
わ
れ

る
。ビ
ジ
ネ
ス
は
心
理
戦
で
あ
る
。顧
客
満
足
の
た
め
に
は
顧
客
の
ニ
ー
ズ
、

ウ
ォ
ン
ツ
の
先
に
あ
る
ウ
ィ
ッ
シ
ュ
を
刺
激
す
る
。価
格
、限
定
を
強
調
せ

ず
、ウ
リ（
企
業
の
強
み
+
少
し
の
弱
み
）を
強
調
す
る
。よ
い
口
コ
ミ
を
作

為
的
に
造
り
出
す
。」
な
ど
自
身
の
数
々
の
企
業
経
営
や
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
の
経
験
を
基
に
し
た
行
動
経
済
学
や
社
会
心
理
学
の
ア
プ
ロ
ー
チ
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よ

る
「
リ
ピ
ー
タ
ー
の
作
り
方
」
の
実
践
的
ノ
ウ
ハ
ウ
に
つ
い
て
説
明
し
た
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2
時
間
と
い
う
時
間
を
全
く
感
じ
さ
せ
な
い
楽
し
い
一
圓
氏
の
話
は
、ま
さ

に
リ
ピ
ー
タ
ー
を
つ
く
る
、す
な
わ
ち
人
の
心
を
つ
か
む
と
い
う
こ
と
の
実

践
で
あ
り
、非
常
に
有
意
義
な
講
演
と
な
っ
た
。　そ

の
後
の
交
流
会
で
は
、講
演

に
引
き
続
き
一
圓
氏
も
参
加
し
、

山
梨
県
産
業
労
働
部
産
業
政
策

課
伊
藤
課
長
、中
小
企
業
団
体
中

央
会
内
藤
会
長
お
よ
び
㈱
商
工

組
合
中
央
金
庫
甲
府
支
店
小
俣

支
店
長
を
来
賓
に
招
き
、各
テ
ー

ブ
ル
で
は
情
報
交
換
な
ど
異
業

種
の
交
流
が
は
か
ら
れ
、会
場
は

大
い
に
盛
り
上
が
り
を
見
せ
、盛

会
の
内
に
終
了
し
た
。

講師の一圓克彦氏

レ
デ
ィ
ー
ス
中
央
会
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加

山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
女
性
部
会

山梨県中小企業労務改善団体連合会

山梨県中小企業団体青年中央会

第26回
活力ある職場づくり推進運動
山梨県大会開催

第26回
活力ある職場づくり推進運動
山梨県大会開催

第26回
活力ある職場づくり推進運動
山梨県大会開催

組合青年部県大会を開催組合青年部県大会を開催組合青年部県大会を開催

県大会には若手経営者・後継者39名が参加した

受彰者を代表して謝辞を読む西村仁氏

講演会には受彰者を含む約50名が参加した

基調講演を行う古志野純子氏

事例発表を行うリノラニあゆみ氏

参加者の方々
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　高年齢者の雇用安定等に関する法律により、65歳未満の定年の定めをしている事業主は、平成25年3
月31日までに65歳までの安定した雇用を確保するための環境を整備することが義務付けられました。
　公的年金支給開始年齢（老齢厚生年金の報酬比例部分）の65歳への引き上げが開始される平成25年度
以降、無年金・無収入となる者が発生する可能性があることに伴う措置で、現行法の60歳で定年に達した
社員について、労使が継続雇用者の選別基準を設けてよいとする規定を廃止し、希望者全員の雇用を65歳
まで確保するよう企業に義務付けるものです。

65歳未満定年制をとる企業が行うべき措置
▶以下のいずれかの措置を講じなければなりません。
　①定年の引上げ　　　　　定年年齢を65歳以上に引き上げる
　②定年の定めの廃止　　　定年年齢そのものを廃止
　　　☆本人から退職の申し出があるまで雇用
　③継続雇用制度の導入　　勤務延長制度か、再雇用制度を導入する
　　　☆勤務延長制度…定年年齢が設定されたまま、その年齢に到達した者を退職させることなく引き続
　　　　　　　　　　　き雇用
　　　☆再雇用制度……定年年齢に達した者をいったん退職させた後、再び雇用
　　　　　　　　　　　　※対象者の希望を聞くことが前提

 お問い合わせ先　山梨県中小企業団体中央会  労働課  周知・啓発推進員  堀内　TEL055（237）3215

希望者全員を65歳まで
継続雇用の義務化!!
希望者全員を65歳まで
継続雇用の義務化!!

Yamanashi Chuo Bank 山梨中銀
街並みづくり応援ローン

店舗の外装、内装にかかる
設備資金ニーズに
ご利用いただけます。

※上記の設備資金ニーズは一例です。本ローンのお使いみちにつきましてはお気軽にご相談ください。

◎くわしくは山梨中央銀行の窓口またはフリーダイヤルへどうぞ。

10120-201862（照会コード:9）
　　 受付時間　月曜日～金曜日　9:00～17:00
　　 （ただし、祝日・12/31～1/3は除きます。）

http://www.yamanashibank.co.jp/

平成24年7月25日現在

次のいずれかに該当する法人および個人事業主のみなさま
1.1年以上、小売業または飲食・サービス業を営んでいる事業者の方
2.小売業または飲食・サービス業を営んでいる事業者の方に、店舗等を賃貸して
   いる（または賃貸する予定である）物件所有者の方

以下に該当する設備資金にお使いいただけます。
1.店舗等の看板、シャッター、外壁塗装等の外装費用
2.クロス張替え、床板張替え等の内装費用

無担保扱い：　500万円以内
有担保扱い：1,500万円以内

10年以内（据置期間はございません。）

当行所定の変動金利を適用いたします。

※　信用保証協会保証付き融資の場合は、有担保扱いの利率を適用いたします。

　元金均等返済

　個別にご相談させていただきます。

　法人：代表者　　個人：不要

　信用保証協会をご利用の場合は、別途保証料が必要となります。

ご利用いただける方

お使いみち

ご融資金額

ご融資期間

ご融資利率

ご返済方法

担保

保証人

保証料

  利　率
 期　間 （平成24年7月25日現在）
  有担保扱い 無担保扱い
 1年以内 1.300% 2.000%
 1年超  3年以内 1.800% 2.500%
 3年超  5年以内 1.900% 2.600%
 5年超10年以内 2.100% 2.800%

山梨中央銀行は、商店街や地域経済の活性化に関する取り組みを応援いたします。ぜひお気軽にご相談ください。

シャッターを新しくしたい！

テーブルを新しくしたい！

看板を新しくしたい！

クロスを張り替えたい！

　11月、本会では組織化推進のた
め、普及パンフレットを各ハローワ
ーク、市町村へ配布した。
　今回作成した組織化普及パンフ
レットは、近年の雇用状況の悪化を
背景として、労働者が自ら働ける場
を創る「企業組合」を中心に取り上
げたもの。「企業組合」とは、個々人
が集まり、それぞれの資本と労働を
集約し、1つの企業体となって事業
活動を行う組合である。
　「企業組合」には様々なメリット
がある。その中には、「税制上の優
遇」、「有限責任制度」、「議決権・選挙権の平等」、「営利追求可能」、「勤労者としての地位を保証」、「行政庁か
らの支援を受けられる」等である。この中でも特徴の1つとして挙げられるのが、「勤労者としての地位の保
証」である。これは、組合員（出資者）は株式会社の株主に該当するが、事業従事者である組合員の受け取る
報酬は、事業所得では無く給与所得となるというもの。また、一部条件をクリアすれば、社会保険としての健

康保険、厚生年金、労働保険としての雇用保険、労
災保険の適用を受けることができる。
　本会では、この企業組合の他にも中小企業組合
等の設立、運営の支援を行っている。また、増えつ
つある一般社団法人の他、多くの組織化・設立の実
績もある。今回の活動は、各地域に眠るシーズ、ニ
ーズを拾い上げ、育てていくことを目的としてい
る。皆様の中で、また、お知り合いの方で組織づく
りのご相談がある方は、何なりと本会組織課まで
ご連絡下さい。

山梨県中小企業団体中央会が推進する

安い掛金で 大きな安心

自動車共済自動車共済
24時間事故受付で、緊急連絡にそなえて万全の

事故処理体制をとっています。万一の事故のと

きは、顧問弁護士や専門職員が示談交渉にあた

り、解決するまで協力します。

関東自動車共済協同組合
山梨県支部

〒400-0035　甲府市飯田 4-4-2　自動車共済ビル
TEL 055-237-8331 ㈹

組織づくりは、中央会へご相談を!組織づくりは、中央会へご相談を!
山梨県中小企業団体中央会▶▶▶組織化月間報告

お問い合わせ　山梨県中小企業団体中央会　組織課　堀内/仲澤

ハローワークにおいて
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編
集
後
記

　いよいよ「2012年最後の月」に入りました。12
月は「師走」と言われ、ただでさえ忙しい月である
にもかかわらず、今年は総選挙が行われます。
「国民不在の政治」と言われることもあり、政治に
飽き飽きという方もいるかも知れませんが、「選

挙権」は国民に与えられた重要な権利です。しっ
かりと各候補者の主張を把握し、自らの将来を
託せる方に投票しましょう。ただし、中小企業組
合には「政治的中立の原則」がありますのでご注
意下さい。

●ご意見・ご要望は、中小企業タイムズ編集班まで
TEL 055-237-3215　FAX 055-237-3216　E-mail webmaster@chuokai-yamanashi.or.jp

面接会参加企業募集中

〒400-0035　甲府市飯田3丁目3-28
Tel.055-228-8383

公益社団法人
山梨県シルバー人材センター連合会

　山梨県シルバー人材センター連合会では山梨労働
局より委託をうけてシニアワークプログラム地域事業
を実施し、55歳以上の高齢者の就職・就業支援をして
います。

●平成24年12月14日（水）
●昭和町「アピオ甲府」13：30～

▶介護施設関係
▶タクシー会社
▶清掃、調理補助関係
▶造園関係

合同面接会

の面接会参加企業を募集しています。詳しくは下記まで
お問合せ下さい。

　11月1日(木)、甲府市「ホテル談露館」において、山梨県知事と商工団体との懇談会が開催され、商
工団体から本県経済の総合的発展のための5点の要望事項が横内知事に提出された。
　この懇談会は、山梨県からは横内正明知事のほか新津修産業労働部長、小林明観光部長が、ま
た、山梨県中小企業団体中央会、甲府商工会議所、富士吉田商工会議所、山梨県商工会連合会の商
工団体からは正副会長等が出席し、本会からは、内藤悦次会長、武田與光副会長、松葉惇副会長が
出席した。
　懇談会は、山梨県商工会連合会の小林会長が開会を行い、司会者より出席者紹介がされた後、主
催者団体の代表として幹事団体の甲府商工会議所の上原会頭があいさつを行った。その後、横内知
事のあいさつがあり、続いて要望書が上原会頭から横内知事に手渡された。
　知事へ提出された要望事項は5点で、「中小・小規模企業対策の拡充強化」と「金融施策の拡充強
化」を山梨県商工会連合会の小林会長が、「リニア実験線の甲府盆地からの乗降対応とリニア新駅に
対応した県内アクセス網の整備」を甲府商工会議所の上原会頭が、「6次産業化と農商工連携への支
援策の充実強化」を山梨県中小企業団体中央会の内藤会長が、「本県基幹産業としての観光産業の
確実な振興」を富士吉田商工会議所の堀内会頭が、要望内容にもとづき説明を行った。
　その後、懇談の席上で横内知事から、中小・小規模企業対策については指導員の柔軟配置の検討

を、金融制度の充実については現行制度
を活用する中で中小零細商工業者に不都
合が出ないように配慮していく、リニア新
駅の周辺整備については基本構想の中で
検討を行っていく、6次産業化・農商工連
携については国の施策を活用する中で県
として商工団体の協力を得ながら振興を
図っていく、観光産業の振興については富
士山の世界遺産登録を見据えてハード整
備の検討もする等の回答がされた。
　最後に、閉会のあいさつを中央会の内
藤会長が述べ閉会した。
　要望書の内容は中央会ホームページで
ご覧ください。

知事に要望書を手渡す商工団体の代表者

商工団体の代表者から
　　　知事に要望書を手渡す
商工団体の代表者から
　　　知事に要望書を手渡す

中央会の要望を発表する内藤会長

2013（第16回）

開 催 日 時　　平成25年1月11日（金）
　　　　　　　16：00～18：00
開 催 場 所　　アピオ甲府
　　　　　　　中巨摩郡昭和町西条3600
内　　　容　　①式　典（16：00～16：40）
　　　　　　　②交流会（16：40～18：00）
参　加　費　　1人　¥5,000-
お申し込み　　12月14日（金）
締 め 切 り　　までにお願いいたします。

多数のご参加をお待ちしております。

中小企業団体
新春交流会の
ご案内


